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４
月
21
日(

日)

新
年
度
を
迎
え
た
中
で
、
岩
沢

地
域
振
興
協
議
会
の
総
会
が
住
民
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
。

議
事
で
は
、
令
和
５
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算

報
告
が
承
認
さ
れ
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
と
予

算
も
審

議
さ
れ
採

択
と
な
っ

た
。
質
疑

応
答
で

は
、
振
興
会
の
繰
入
金
の
原
資
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
募
集
に
関
し
て
な
ど
、
積
極
的
な
意
見
が

出
さ
れ
、
振
興
会
長
か
ら
は
、
振
興
会
の
事
業
に

関
す
る
「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
今
年
度
行
い
た

い
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。
な
お
、
振
興
会
事
務

局
を
２
年
間
勤
め
た
阿
部
伸
一
さ
ん
に
は
記
念
品

が
送
ら

れ
、
新
事
務
員
と

し

て

長

谷

川

一

貴

さ

ん

(

桂
町
内

三
左
エ
門)

が

就
任
す

る
こ
と
も
報
告
さ

れ
た
。

ま
た
、
顧
問
で
あ

る
駒
井

和
彦
市
議
か
ら
は

「
ア
チ

コ
タ
ネ
ー
ゼ
の
事

業
と
し

て
、
こ
の
夏
に
学

生
イ
ン

タ
ー
ン
の
受
入
を

再
開
す

る
の
で
、
ご
協
力

願
い
た

い
」
と
の
話
が
あ

っ
た
。

買い物支援バス
運行中。利用の申し込
みは住民センターまで

岩 沢
岩
沢
地
域
振
興
協
議
会

令
和
５
年
度
総
会
開
催
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人 物 紹 介 (18)

新任校長として、この４月から南小学校に着任
しました。前任は小千谷小学校で、愛着のある小
千谷市に引き続き勤務できることを、うれしく思
っています。住んでいるのは長岡市で、美しい信
濃川の景色を横目に見ながら通っています。元気
で明るい子どもたち、温かくご支援くださる保護
者、地域の皆様とご一緒でき、心より感謝してお
ります。
４小学校が一つになった南小学校。地域の特色

や伝統を生かしながら、新しい教育活動にも挑戦
していきたいと思います。４地域統合の象徴とし
て、これからもよりよい学校づくりをめざし、職
員一同力を合わせて頑張ります。どうぞよろしく
お願いいたします。

小

千

谷
市

立

南
小
学
校

校
長

郷

正
樹

令和６年度 岩沢地域振興協議会役員

顧 問 駒井 和彦 小泉 竹夫

会 長 長谷川 正夫

副会長 大渕 敏明 大渕 耕市

監 事 山田 利彦 関口 晃

理 事 佐藤 和俊 荻野 純大
大渕 丈夫

会 計 高橋 昌弘
事務局 長谷川 一貴 敬称略

４
月
４
日(

木)

穏

や
か

な
天

候

に
恵

ま

れ
た

こ
の

日

、
岩

沢

保
育

園
の

入

園
・

進

級
の

集
い

が

執
り

行

わ
れ
た
。

今

年
の

新

入
園

児

は
６

人
だ

が

、
こ

の

日
参

加
し

た

の
は

３

人
。

岩

沢
保

育

園
の

今
年

度

の
全

園

児
は

37
人

と

の

こ
と

。

キ

ャ
ッ

チ

フ
レ

ー

ズ
は

「
キ

ラ

キ
ラ

輝

く
子

ど
も
の
笑
顔
」

(

写

真

は

保
育

園

よ

り

提
供)

フ
ー
ド
バ
ン
ク
お
ぢ
や
で
は

岩
沢
住
民
セ
ン
タ
ー
に
フ
ー
ド

バ
ン
ク
の
寄
付
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
設
置

し
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

今
シ
ー
ズ
ン
も
こ
れ
ま
で
の

米
や
缶
詰
な
ど
の
食
品
に
加
え

て
野
菜
の
回
収
を
開
始
し
た
。

昨
年
も
多
く
の
寄
付
が
あ
り
係

で
は
今
年
も
期
待
し
て
い
る
。

基
本
は
毎
週
水
曜
日
の
午
後

に
担
当
者
が
引
き
取
り
に
来
る

が
、
品
物
が
多
い
場
合
に
は
土

日
祝
日
を
除
い
た
、
住
民
セ
ン

タ
ー
の
開
館
時
間
に
も
受
け
付

け
る
。

フードドライブで野菜受付開始
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先
日
、
桂
の
小
泉
竹
夫
さ
ん

に
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
、
小
千

谷
市
教
育
委
員
会
か
ら
提
供
さ

れ

た

函

山

城

の

案

内

看

板

を

設

置

し

て

き

ま

し

た
。久

し

ぶ

り

に

昇

っ

た

函

山

城

址

は

天

気

も

良

く

て

、

遠

く

山

々

ま

で

見

る

こ

と

も

出

来

ま

す

。

皆

さ

ん

も

田

植

え

が

落

ち

着

い

た

ら

行

っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
、
行
く
と
き
に
は
熊
対
策

を
忘
れ
ず
に
、
実
際
シ
カ
に
遭

遇
し
ま
し
た(

汗)

。
私
も
一
人

で
は
怖
い
の
で
、
小
泉
さ
ん
に

同
行
し
て
も
ら
い
ま
し
た
・
・

・
・(

Ｉ)

編
集
後
記

５
月
８
日(

水)

岩
沢
住
民

セ
ン

タ
ー
に
お

い
て
、

今
年

度
初

の
南
部
地

域
町
内

会
長

連
絡

協
議
会
の

理
事
会

会
議

が
開
催
さ
れ
た
。

会

議
に
は
新

委
員
と

し
て

塩
殿

の
関
孝
一

町
内
会

長
と

川
井
本
田
の
岡

本

猛
川
井
地
区
町
内

会
長
連
絡
協
議
会

会
長
が
出
席
。
議

事
で
は
今
年
度
の

事
業
計
画
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
行

わ
れ
、
県
へ
の
公

共
事
業
や
鳥
獣
被

害
対
策
、
市
の
検

診
業
務
へ
の
要
望

な
ど
多
岐
に
渡
り

意
見
が
交
わ
さ
れ

た
。
ま
た
、
今
年

度
の

氣
づ
南
會

の
万
灯

の
運

行
に

つ
い
て
、

会
と
し

て
も

協

力

す

る

こ

と

を

確

認

し

た
。新

会
長
に
は

塩
殿
の

関
孝

一
さ

ん
が
１
年

間
就
任

す
る

こ
と
も
決
ま
っ
た
。

南
部
地
域
町
内
会
長
連
絡
協
議
会
会
議
開
催

田
代
地
区
に
あ
る
新
潟
環
境
開

発
株
式
会
社
の
焼
却
炉
増
設
工
事

が
完
了
し
、
地
元
や
関
係
者
に
対

す
る
内
覧
会
が
５
月
７
日
現
地
で

開
催
さ
れ
た
。

内
覧
会
に
は
、
岩
山
の
関
口
晃

町
内
会
長
、
地
元
の
駒
井
和
彦
市

議
や
長
谷
川
有
理
市
議
、
さ
ら
に

は
小
千
谷
市
か
ら
環
境
共
生
課
の

課
長
と
補
佐
が
参
加
、
星
野
保
社

長
の
案
内
で
最
新
鋭
の
２
号
炉
を

見
学
し
た
。

完
成
し
た
第
２
工
場
で
は
３
基

の
乾
留
炉
を
備
え
て
い
る
。
乾
留

炉
か

ら
可
燃

性
ガ

ス

を
発

生
さ

せ
、
制
御
し
な
が
ら
燃
焼
炉
で
完

全
燃
焼
を
さ
せ
る
。
煙
突
か
ら
は

中
和
処
理
・
徐
塵
さ
れ
た
燃
焼
ガ

ス
を
排
出
さ
せ
る
。
各
設
備
を
冷

却
し
て
い
る
の
で
、
水

蒸
気
が
発
生
す
る
と
の

こ

と

。

使

用

す

る

水

も
、
用
水
、
雨
水
、
汚

水

と

完

全

に

分

け

ら

れ
、
特
に
汚
水
は
密
閉

さ
れ
た
中
で
管
理
し
、

浄
化
し
て
内
部
で
使
用

す
る
の
で
外
部
に
流
出

す
る
こ
と
は
絶
対
に
無

い
な
ど
の
説
明
が
あ
っ

た
。

焼
却
施
設
内
覧
会
を
開
催

新
潟
環
境
開
発
㈱
第
２
工
場
完
成

４
月
15
日
住
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
岩
沢
川
井
地
区

で
加
盟
す
る
広
域
集
落
協
定

の
会
議
が
開
催
さ
れ
、
岩
沢

か
ら
は
加
入
す
る
４
名
の
参

加
が
あ
っ
た
。

事
務
局
か
ら
は
「
高
齢
化

で
離
農
す
る
方
が
少
し
づ
つ

出
て
い
る
。
こ
の
協
定
を
続

け
て
い
く
た
め
に
も
皆
さ
ん

に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
の
言
葉
が
あ
り
。
「
参
加

者
か
ら
は
「
せ
っ
か
く
購
入

し
た
自
走
式
の
草
刈
り
機
が

十
分
に
使
わ
れ

て
い
な
い
。
一

度
使
っ
て
慣
れ

れ

ば

楽

な

の

で
、
皆
さ
ん
に

も
使
っ
て
も
ら

い
た
い
」
「
免

許
取
得
費
用
の

補
助
が
あ
る
の

で
、
積
極
的
に

活
用
し
て
も
ら

い
た
い
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ

れ
た
。

岩

沢

・

川

井

広

域

集

落

協

定

会

議

最
令
和
５
年
度
の
岩
沢
こ
と
ぶ
き
会
総
会

が
、
４
月
12

日
48
人
の
参

加
者
を
集
め
て
住

民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

来
賓

に
駒

井

和
彦

市

議
、

中
村

孝

之
駐

在
、
山
田
吉
直
公
民
館
長
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ

れ
祝
辞
を
頂
い
た
後
議
事
に
入
り
、
令
和
５

年

度
の

活
動

報

告
と

収

支
決

算
が

承

認
さ

れ
、
令
和
６
年
度
の
活
動

計
画
と
収
支
予
算
も
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
米
寿
、
喜
寿
の
核
当
者
に
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
閉
会
と
な
っ
た
。

閉
会
後
は
懇

親

会

が

開

か

れ

、

参

加

者

は

カ

ラ

オ

ケ

な

ど

で

楽

し

い

時

を

過

ご

し

た
。

岩
沢
こ
と
ぶ
き
会

通
常
総
会
開
催


